
Ⅰ　次の文を読み、以下の問い（問 1～ 7）に答えなさい。

経済活動は、利用できる経済的資源の希少性の制約の下で、どのような財やサービスを生産・消費

するのかといった経済的選択の問題に直面する。経済的選択を行う際には、（1）機会費用を理解し、選

択に伴うトレードオフが何かを考える必要がある。

経済活動における市場には取引するものによってさまざまな種類があり、それらが相互に結び付

いて経済社会の （2）分業・交換のしくみを形成している。各々の市場で形成される価格を誘因として、

経済的資源の効率的な配分が行われる。

市場経済では、市場の競争性が維持される場合でも （3）価格メカニズムがうまく働かないという 

（4）市場の失敗がある。そのため、資本主義的な市場経済にあっても、政府が、（5）財政を通じて市場の

失敗を補完する役割を担う。このような経済体制を　　　　という。ただし、政府が経済活動に積極

的に介入をすると、経済の安定化や所得格差の是正といったプラス面だけでなく、赤字財政の常態化

などによるインフレや非効率な国営事業の温存による経済活力低下といったマイナス面があることに

注意する必要がある。

規制緩和や国営企業の民営化を重視し小さな政府を指向する （6）フリードマンの経済政策を採用し

た国では、短期的には経済活性化を達成したが、貧富の差が拡大し社会を不安定化させている。格差

是正には所得の再分配を強化する必要がある。

問 1 　文中の空欄アに入る最も適切な語句を漢字 4 字で解答欄に記入しなさい。

問 2 　文中の下線部（1）に関して、機会費用を60字以内で説明しなさい。

問 3 　文中の下線部（2）に関して、『国富論』（別名『諸国民の富』）の著者として最も適切な人物を

下の①～④の中から 1 つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

①　ルソー

②　アダム・スミス

③　リカード

④　ビスマルク

公共
（解答は解答用紙に記入すること）

2025年度　茨城キリスト教大学一般選抜入学試験 1期

ア

3



問 4 　文中の下線部（3）に関して、縦軸に価格、横軸に数量をとった図で表した、右下がりの需要曲線、

右上がりの供給曲線の移動（シフト）を説明したものとして最も適切なものを下の①～④の中

から 1 つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

①　価格が低下すると、需要曲線が右へシフトする

②　商品に人気が出ると、需要曲線が左へシフトする。

③　消費者の所得が減ると、需要曲線は右へシフトする。

④　技術革新や原材料費の値下げがあると、供給曲線は右へシフトする。

問 5 　文中の下線部（4）に関して、市場の失敗を説明したものとして適切でないものを下の①～④

の中から 1 つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

①　所有権を設定することが不適切なものは、営利企業は供給しない。

②　市場を通すことなく、他の経済主体に利益や不利益がもたらされる。

③　売り手の数が少ないと、価格が高水準に維持されがちである。

④　買い手が売り手よりも多くの情報を持つと、市場から売り手が退出していく。 

問 6 　文中の下線部（5）に関して、財政を説明したものとして適切でないものを下の①～④の中か

ら 1 つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

①　財政とは、公共目的のために政府が行う経済活動のことである。

②　財政の働きには、資源配分の調整、所得の再分配、景気の安定化がある。

③　日本の財政は、プライマリー・バランス（基礎的財政収支）で見ると、黒字である。

④　日本の財政収入（歳入）に占める公債金（国債などを発行額）の割合は約 3 割を占める。

問 7 　文中の下線部（6）に関して、フリードマンの経済政策や考え方と最も関連のある用語を下の

①～④の中から 1 つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

①　労働価値説

②　新自由主義

③　有効需要

④　創造的破壊
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Ⅱ　次の文を読み、以下の問い（問 1～ 7）に答えなさい。

選挙で投票することは、　　　　主権の原理を実現するための重要なしくみの一つである。日本

の選挙制度では （1） 4 つの原則が確立されており、18歳以上の有権者は投票行動によって自分の意思

を表明することができる。衆議院の選挙制度では、候補者に投票する　　　　制と政党に投票する 

　　　　制が併用されている。

政権を担う　　　　は政権の長期安定化を目指すが、時には選挙活動における買収や （2）供応など

の不正が行われ問題となっている。それらは政治　　　　の温床となりかねない。こうしたことから、

公職選挙法は政治家の冠婚葬祭への寄付などを規制しており、選挙違反については　　　　制の強化

などが実施されている。また、政治資金の透明化を図るため、政治資金規正法では政治家個人に対す

る　　　　献金を禁止し、要件を満たした政党には税金を原資とする　　　　を支給している。支持

基盤の弱い政党は、特定の政党を支持していない　　　　層の考えを取り入れてそれらの支持を獲得

する必要があるが、そうした　　　　層は （3）選挙での投票率が低くなる傾向にある。

民主主義社会では、世論が選挙結果に大きな影響を及ぼす。世論は内閣支持率や各政党の政党支持

率として調査されるが、そうした世論はマスメディアやSNS（Social Networking Service）の報道内

容に左右されることもある。マスメディアが内閣の都合の良い情報しか報道しなかったり、検証もせ

ずに （4）虚偽の情報が報道されてしまったりすると世論が恣意的に操作されかねない。こうしたこと

から、私たち主権者は、（5）必要な情報を主体的に判断し、選択し、活用する力を養うことが求められ

ている。

問 1 　文中の空欄Ａ～Ｅに入る最も適切な語句を下の語群の中からそれぞれ 1 つずつ選び、その番号

を解答欄に記入しなさい。

　　　〔語群〕

　　　　①　腐敗　　　　　②　企業団体　　　　③　与党　　　　　④　野党

　　　　⑤　政治団体　　　⑥　個人　　　　　　⑦　小選挙区　　　⑧　供託金

　　　　⑨　中選挙区　　　⑩　政党交付金

 

問 2 　文中の空欄ア～エに入る最も適切な語句をそれぞれ解答欄に記入しなさい。

問 3 　文中の下線部（1）に関して、 4 つの原則を解答欄に記入しなさい。

問 4 　文中の下線部（2）に関して、選挙活動における供応の説明として最も適切なものを下の①～

④の中から 1 つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

ア

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ

エ

エ

イ

ウ
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①　死票

②　政治的無関心

③　プロバガンダ

④　期日前投票制度　

問 6 　文中の下線部（4）に関して、虚偽の情報という語句をカタカナ 8 字に言い換えて解答欄に記

入しなさい。

問 7 　文中の下線部（5）に関して、このような力を何というか。カタカナ 9 字で解答欄に記入しなさい。

①　立候補したにもかかわらず、自らの当選を目指さずに他の候補を応援すること。

②　他の候補者への暴行や威迫、および集会や演説を妨害すること。

③　有権者に酒や食事などを提供して特定の候補者への投票を依頼すること。

④　投票所で有権者が投票する際に、自らの指示に応じるように強要すること。

問 5 　文中の下線部（3）に関して、投票率の低下の原因として最も適切なものを下の①～④の中か

ら 1 つ選び、その番号を解答欄に記入しなさい。

Ⅲ　次の文を読み、以下の問い（問 1～ 6）に答えなさい。

日本国憲法は、第二次世界大戦で東南アジア地域を中心に大きな被害をもたらした反省をふまえ、

第 9 条 1 項において「　　　　は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動

たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを 

　　　　する」とし、戦争の　　　　を宣言した。さらに、第 9 条 2 項では「国の　　　　権は、こ

れを認めない」とも定めている。また、戦時中に軍部が独走した経験をふまえ、（1）自衛隊が独走しな

いように政府や国会が自衛隊を民主的に統制する原則が規定されている。

日本の防衛政策は、相手から武力攻撃を受けたときに初めて防衛力を行使するという　　　　に

徹することを原則としている。しかし政府は、2014年に （2）集団的自衛権を容認し、合憲とする 

　　　　がなされ、その後、2015年には集団的自衛権の行使を可能にする　　　　法が制定された。

これに対しては、日本国憲法第 9 条で定められた自衛の範囲を超えているという批判がある。また、

日本の防衛政策として重要とされているのが、1951年にアメリカとの間に結ばれた　　　　条約であ

る。この条約では、日本での米軍の　　　　と　　　　の提供を認め、（3）その経費の一部を日本が負

担したり、（4）米軍人の特権的な法的地位が定められたりしている。

また平和主義に関わる国の方針として、日本は、第二次世界大戦中に広島と　　　　において原子

爆弾の被害を受けたことから、世界唯一の被爆国として （5）非核三原則を宣言している。

Ａ

Ｂ Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ

Ｈ Ｉ

Ｊ
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問 1 　文中の空欄Ａ～Ｊに入る最も適切な語句を下の語群の中からそれぞれ 1 つずつ選び、その番号

を解答欄に記入しなさい。

〔語群〕

①　交戦　　　　　　　②　侵略　　　　　③　専守防衛　　　　　④　非難

⑤　日米安全保障　　　⑥　日本国民　　　⑦　武器　　　　　　　⑧　憲法改正

⑨　放棄　　　　　　　⑩　長崎　　　　　⑪　参戦　　　　　　　⑫　日本政府

⑬　閣議決定　　　　　⑭　先制攻撃　　　⑮　沖縄　　　　　　　⑯　駐留

⑰　PKO協力　　　　　⑱　基地　　　　　⑲　安全保障関連　　　⑳　サンフランシスコ平和

問 2 　文中の下線部（1）に関して、この原則を何というか。解答欄に記入しなさい。

問 3 　文中の下線部（2）に関して、集団的自衛権を80字以内で説明しなさい。

問 4 　文中の下線部（3）に関して、この経費を一般に何というか。解答欄に記入しなさい。

問 5 　文中の下線部（4）に関して、これについて定めている協定を何というか。解答欄に記入しなさい。

問 6 　文中の下線部（5）に関して、この原則として適切でないものを下の①～④の中から 1 つ選び、

その番号を解答欄に記入しなさい。

①　核兵器を持たない

②　核兵器を作らない

③　核兵器を使用しない

④　核兵器を持ち込ませない
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Ⅳ　次の文を読み、以下の問い（問 1～ 5）に答えなさい。

現代社会はさまざまな課題を抱えている。私たちには　　　　の担い手として、社会の課題を捉え、

よりよい社会をつくりあげることが期待されている。社会の中で私たちが物事を選択・判断する際の

「正しさ」や「善さ」の基準には目的論と　　　　論という二つの考え方がある。前者は、「行為が目

指す目的によって行為の正しさを判断する」ものであり、善さや幸福を最大化する行為が正しい行為

であると考える。この考え方は功利主義と呼ばれ、イギリスの哲学者であるベンサムによってうちた

てられた。ベンサムは（1）できるだけ多くの人が幸福にあずかり、同時に社会全体の幸福も最大となる

社会を作り出そうとした。さらに、幸福の　　　　を重視したベンサムに対し、幸福の質を重視した

のが　　　　である。彼は、他者に危害を加えないかぎりは、何が幸福かを本人が決める自由を尊重

するべきであると考えた。そして快楽の中にある質の違いを主張し、質の高い快楽を求める（2）質的功

利主義を唱えた。

他方、後者の　　　　論とは「行為の動機を重視する考え方」である。ドイツの哲学者であるカン

トは、幸福や快楽は　　　　に基づくがゆえに人によってさまざまであり、また時代や状況によって

も変化するため、すべての人が共通して持っている能力である　　　　に従って物事を選択・判断す

べきだと論じた。「困っている人がいたら助けるべきだ」といったような　　　　は時代や国にとら

われることがないからだ。

しかし実際のところ、私たちは　　　　を遂行せずに功利主義が説くような幸福追求を正しさの指

針として、幸福の　　　　を増大させるために一部の不公正を許容し、差別や貧困を生み出してしま

うという問題を抱えている。この問題に対して、アメリカの政治哲学者であるロールズは「公正とし

ての正義」を唱え、（3）第一原理と第二原理という二つの正義の原理を提示した。またインド出身の経

済学者であるセンは、不遇な立場にある人であっても（4）潜在能力が平等になるように教育の充実や衛

生確保、健康の促進などが必要であると説いた。これらロールズやセンの思想は、功利主義によって

切り捨てられかねない　　　　人の立場に立った思想である。

問 1 　文中の空欄Ａ～Ｈに入る最も適切な語句を下の語群の中からそれぞれ 1 つずつ選び、その番号

を解答欄に記入しなさい。

〔語群〕

①　道徳法則　　　　②　人格　　　　　③　義務　　　④　自由原理

⑤　感性　　　　　　⑥　プラトン　　　⑦　量　　　　⑧　公正

⑨　公共空間　　　　⑩　水準　　　　　⑪　ミル　　　⑫　弱い

⑬　強い　　　　　　⑭　理性　　　　　⑮　役割　　　⑯　自律

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｂ

Ｃ

Ｈ
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問 2 　文中の下線部（1）に関して、ベンサムによるこのような思想の原理を 9 字で解答欄に記入し

なさい。

問 3 　文中の下線部（2）に関して、質的功利主義を表現しているものを下の①～④の中から 1 つ選び、

その番号を解答欄に記入しなさい。

①　大切にしなければならないのは、ただ生きるということではなくて、よく生きるというこ

となのだ。

②　経済生活の秩序は、すべての者に人間たるに値する生活を保障する目的を持つ正義の原則

に適合しなければならない。

③　私たちは生きんとする生命に囲まれた、生きんとする生命である。

④　満足した豚であるよりも、不満足な人間である方がよく、満足した愚か者よりも、不満足

なソクラテスである方がよい。

問 4 　文中の下線部（3）に関して、第一原理として最も適切なものを下の①～④の中から 1 つ選び、

その番号を解答欄に記入しなさい。

①　格差が正義として認められるのは、機会均等の下で公正な競争の結果、生じる格差である。

②　政治的自由、表現の自由、参政権などの基本的自由は、すべての人々に平等に分配される。

③　不平等が許されるのは、不平等がないときよりもあったときの方が、最も不遇な人々の立

場がよりましになる場合である。

④　格差が正義として認められるのは、最も恵まれない人々に配慮した場合のみである。

問 5 　文中の下線部（4）に関して、センによるこの潜在能力をカナカナ 7 字で解答欄に記入しなさい。
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

問１ 混 合 経 済

問１
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

⑦ ③ ① ② ⑩

問 2
ア イ ウ エ

国民 比例代表 連座 無党派

問１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

⑥ ⑨ ① ③ ⑬
F G H I J

⑲ ⑤ ⑯ ⑱ ⑩

問 2 文民統制（シビリアン・コントロール）

問１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑨ ③ ⑦ ⑪
E F G H

⑤ ⑭ ① ⑫

問 2

あ る 行 動 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、選 択 し な
か っ た 別 の 複 数 の 機 会 か ら 得 ら れ た で あ ろ う
便 益 の う ち 、も っ と も 大 き い も の を い う 。

問 4 ③

問 5 ②

問 6 フ ェ イ ク ニ ュ ー ス

問 7 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

問 3 普通 選挙 平等 選挙 秘密 選挙 直接 選挙

問 3 ②

問 4 ④

問 5 ④

問 6 ③

問 7 ②

問 3

集 団 的 自 衛 権 と は 、同 盟 関 係 に あ る 国 が 武 力
攻 撃 を 受 け た 場 合 、自 国 が 直 接 攻 撃 を 受 け て
い な く と も 、同 盟 国 と 協 力 し て 武 力 行 使 す る
こ と で 防 衛 に 当 た る 権 利 の こ と で あ る 。

問 4 思いやり予算

問 5 日米地位協定

問 6 ③

問 2 最 大 多 数 の 最 大 幸 福

問 3 ④

問 4 ②

問 5 ケ イ パ ビ リ テ ィ

総　計

Ⅰ小計

Ⅱ小計

Ⅲ小計

Ⅳ小計

公共解答用紙

受験番号
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